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1. 研究の背景と目的 

都市景観に影響を及ぼすプロジェクトの場合、計画完成後の景観予測と評価を計画段階で把握し、設計に

反映させることは、良好な景観を作る上で重要である。今後施行される景観法によって、住民やＮＰＯの提

案による地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等と調和した多様な景観形成の可能性が今まで

よりも広がる。しかし、現状では計画者が完成予想図等を一方的に提示するにと

どまり、計画案に対する市民の評価や意見が集約される場が少ないことや、一般

の住民などに都市景観の将来像をイメージすることは容易ではないなどの問題が

ある。問題の解決には、その計画案が街の景観にどのような影響を及ぼすかを市

民にわかりやすく視覚的にイメージさせることと、それを市民が評価するシステ

ムが必要となる。 

本研究では、堀川・納屋橋付近をケーススタディとして、ＶＲＭＬとＡＨＰを

用いた景観イメージ選好調査システムを試作して、実務者と学生にデモンストレ

ーションを行い、これらを通じてシステムの評価を試みる。 

2. 景観イメージ選好調査システムの概要 

堀川・納屋橋地区は、名古屋駅と栄地区の間にあり、名

古屋の数少ない親水空間になり得る場所であるにもかかわ

らず、川沿いに雑居ビルなどが建ち並びその建物も川に背

を向けているような状況である。 

本研究では、図１に示すとおり堀川・納屋橋地区の納屋

橋から天王崎橋の間の堀川両岸を、景観イメージ選好調査

システムのケーススタディ地区としてシステムを試作した。

本システムは、ＶＲＭＬの導入により、それぞれの計画案

について街並みのウォークスルーが可能となった。また、

ＪＡＶＡを併用しており、誰でもインターネットを通じて

評価することができる。試作システムのフローチャートを

図２に示す。 

3. 試作システムで用いたＡＨＰの概要 

3‐1．評価構造と計画案 

ＡＨＰとは多様な評価基準を扱う意思決定法であり、本

研究ではこれを計画案の選好調査を行うための分析手法と

して使用した。本システムに関する評価構造は図３に示す

とおり、①総合評価、②各評価基準の評価、③計画案の評

価の３レベルとした。 

計画案の評価基準として、 

１）デザイン性･･･計画案のデザインが良いこと 

２）実現性･･･計画案が実現可能であること 

３）調和性･･･計画案が周辺環境と調和していること 

４）市民性･･･計画案が市民に活力を与えているものであること 

５）親水性･･･計画案の印象が親水的であること 

の５項目を設定し、計画案として４つの案（図４）を用意した。 

3‐2．評価方法の概要 

 本研究の調査では、被験者に各評価基準の重み付けと計画案の評価基準ごとの評価値を回答してもらい、

幾何平均法を通じて総合評価値を計算する。さらに、集団ごとにこれらの平均値を求めることにより集団選

好を推定しようとするものである。なおＡＨＰでは、一対比較を調査の基本形式としているが、今回、回答

量が膨大となったため、新たに簡便法を用いた。これは重要度の尺度を10段階で与えこの差に応じた重み付

図２ 試作システムのフローチャート 

図３ 調査で用いた評価構造 

表１ 調査に用いた重要度の尺度 




